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要旨
　電気通信大学における e ポートフォリオシステム活用の実例を報告する． e ポートフォリオ
システム活用のポイントとして，授業と密接に絡めてシステムを運用することの重要性や，シ
ステム利用者の利便性を重視してシステムの改良を続ける点について述べており，実際のシス
テムの運用方法や，運用・管理体制について具体的に報告している．
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Abstract
   The report describes the case study of utilizing e-Portfolio System at The University of Electro-
Communications. For making the best use of e-Portfolio System the dissertation makes a report of 
the importance on managing the system closely associated with the classes and continuously 
improving the system focusing on convenience of the system users, specifically which explains how 
to practically operate the system and the operation and management systems.
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1．はじめに
　本報告は、国立大学法人電気通信大学（以後、本学）
において、主にキャリア教育科目を中心として使用され
ているオリジナルのeポートフォリオシステム（本学に
おいては学習ポートフォリオシステムと呼称しており、
以後、本システムと呼ぶ）について、その活用の実例を
紹介するものである。
　eポートフォリオシステムは、様々な大学等で導入が
検討され、実際に多くの大学等に導入もされてきてはい
るものの、それらの多くが必ずしも有効に活用できてい
るとは言えない実態がある。［1］［2］
　一方、本システムは、2006年に前身となるシステム
を独自に新規開発して以降、度重なる改良を繰り返しな
がらシステムを運用し続け、新規開発から10年以上を
経た現在も数百名を超す学生たちに利用されている実績
（多い年度には千名以上の学生に利用されてきた）を有
する。
　そこで、本報告では、本学においてeポートフォリオ
システムが活用されるようになるために、いかに開発や
運用をしてきたかという点について具体的に報告する。
2．本学のeポートフォリオシステムの目的
　eポートフォリオシステム活用に際しては、目的を明
確にすることが重要であるが［3］、本システムにおいて
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は、次の点を目的として開発・運用をしている。
【目的】
・ 授業を主眼とする
・ ユーザーにとって常に利便性の高いものとする
2-1．あくまで授業を主眼とする
　本学におけるeポートフォリオシステムの目的として
重要な点は、あくまで授業を主眼としている点にある。
　この点に関してはeポートフォリオシステムに限らず
システム全般に言えることであるが、システムありきで
導入されることによって、システムを使うこと自体が目
的化されてしまうケースや、その結果どのようにシステ
ムを運用していったらよいのか悩むといったケースがあ
る。［4］
　そして、その結果として、結局はシステムが利用され
ずに陳腐化してしまうケースも散見される。
　本システムにおいては、そのような事態に陥らないた
めに、あくまでも主体は授業にあって、その目的のため
にシステムがあるという位置付けとしている。
　そして、そのようにシステムが授業と密接に関わるよ
うにすることによって、常に生きたシステムとすること
ができるように図っている。
2-2．ユーザーにとって常に利便性の高いものとする
　また、もうひとつの目的として、ユーザーにとって常
に利便性の高いものとする点もある。
　「ユーザーに焦点を絞れば、他のものはみな後からつ
いてくる［5］」という言葉を引用するまでもなく、情報
システムやウェブサービスを開発・運用する際には、利
用者の利便性を第一に考えていくことは重要なポイント
である。
　そしてこの点はeポートフォリオシステムにおいても
同様であり、学生や教員等のシステム利用者にとって利
用するだけのメリットや利便性がないシステムは、いず
れ陳腐化して使われないものとなってしまう恐れがある。
　また、大学教育を取り巻く環境や学生環境を見ても、
「能動的学修」ということが求められるようになってき
たことや［6］、スマートフォンが急速に普及してきたこ
となどを踏まえて、絶えず状況は変化し続けている。
　そのような変化の中で、eポートフォリオシステムの
開発・運用に際しても、常にユーザーにとって利便性の
高いものを追求し続けることが必要であると考えている。
3．本学のeポートフォリオシステムの概要
　続いて、これらの目的を踏まえた上で、本学のeポー
トフォリオシステムの概要を記す。
　本システムは、学習ポートフォリオシステムと呼称さ
れていることからも、主として学習に関する記録・成果
物をシステム上で取得・保持している。
本システムが保持している主なデータ：
✓授業の開講記録
　　開講日時・場所等
✓授業コンテンツ
　　授業資料・eラーニングコンテンツ等
✓授業関連の記録
　　出欠データ・レポート提出データ等
✓授業成果物
　　レポート・ワークシート等
✓コミュニケーション記録
　　フィードバック・コメント・掲示板上のやりとり等
　主に授業を通してこれらの記録や成果物を収集し、さ
らにそのように収集・蓄積した成果物を用いた上で、改
めて授業の中で振り返り等を行うことによって、リフレ
クション（内省）させるなどしている。
　そして、これらをまとめた本システムの概要図は次の
通りとなる。
【本学のeポートフォリオシステムの概要図】
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4． 本学のeポートフォリオシステムの特徴
　続いて、本システムの特徴を記す。
【特徴】
・ 授モバイルファーストの仕様
・ 授業イベントへの対応
4-1．モバイルファーストの仕様
　まず、本学のeポートフォリオシステムの第一の特徴
はモバイルファーストの仕様にある。
　本システムは、スマートフォンの利用が社会的に大き
く拡大するより以前の2006年の段階からモバイル利用
を意識した設計としており、学生たちが主に携帯端末を
用いてシステムを利用する形を想定してシステム開発を
進めてきた。
　その具体的な機能としては、携帯メールを利用して出
席登録やレポート登録をすることができる機能を実現し
ている。
4-1-1．携帯メールで簡単に出席登録が可能
　まず、携帯メールを使用した出席登録の機能について
説明する。
　この機能は、QRコードを読み込んでメール送信する
だけで出席登録を完了することができるというもので、
学生はログインが不要で簡便に出席登録を終わらすこと
ができる。
　そのため、学生たちが迅速に出席登録を終えて、授業
に集中することができるというメリットがある。
携帯メールを使用した出席登録の仕組み：
あらかじめシステム上に登録された学生の携帯メールアドレス
から、毎回の授業用に一意に生成されたメールアドレスに対し
て学生がメールを送信することによって、出席登録が完了する
仕組みとなっている。出席用メールアドレスは、上記のような
QRコードにしておくことで、学生は簡単に読み込むことがで
きるようにしている。
　あらかじめシステム上に登録された学生の携帯メール
アドレスから、毎回の授業用に一意に生成されたメール
アドレスに対して学生がメールを送信することによって、
出席登録が完了する仕組みとなっている。出席用メール
アドレスは、上記のようなQRコードにしておくことで、
学生は簡単に読み込むことができるようにしている。
　もちろん、毎回専用に生成された授業出席用メールア
ドレスであるとはいえ、携帯メールを送るだけで出席登
録をすることができるため、不正に出席登録しようとす
る学生が同じ授業を受講する友人から出席登録用のメー
ルアドレスを聞くことで、授業に参加せずに出席登録だ
けをしようとする場合もあるが、その点については目視
と組み合わせることで不正を検知することができている。
　システムは、プログラムのみで不正を防ごうとすると
全てを防ぎきることは難しくコストも掛かるが（システ
ムの抜け穴を完全に塞ぐことは困難）、人間は目視等で
全体的にチェックするだけでも違和感に気付くことがで
きるため、システムと組み合わせて確認する形で十分
チェックできていると考えている。
　このように、システムの仕様に応じて一長一短はある
が、本システムでは学生がシステムにログインすること
なく迅速かつ簡便に出席登録を終わらすことができる利
便性を重視している。
4-1-2．携帯メールでレポート投稿が可能
　また、レポートの提出についても、メールを用いてシ
ステムに登録できる機能を設けている。
　具体的な仕組みとしては、①レポート登録用のメール
をシステムのサーバーから学生のメール宛に送信し、②
学生はその届いたメールに返信することで、システムに
レポートを登録できる形となっている。
携帯メールを使用したレポート登録の仕組み：
①システムからレポート投稿用のメールが学生に配信される
　（一意に生成されたメールアドレスから配信される）
②各学生は届いたそれぞれのレポート投稿用のメールに返信す
ることで各人のレポート登録が完了する
　そして、このようにメールでレポート登録することが
できる機能のメリットは次の点にある。
　まず、学生にとって、システムから届いたレポート登
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録用メールに返信するだけでレポートを登録することが
できるため、システムにログインする必要がない利点が
ある。
　また、学生は自分の手馴れた携帯端末のメール画面で
文字入力をして、そのままレポート登録をすることがで
きるため、気軽にレポートを提出できるという利点もあ
る。
　もちろん、このメールを使ったレポート登録の機能を
使わないように設定することで、パソコン等からシステ
ム画面にログインしてレポートを登録する形に限定する
ことも可能であるため、レポートを課す方式によっては
そのように設定することもある。
　いずれにしてもレポートの返信というワンアクション
でレポート投稿できる機能があるということは、学生の
利便性という観点からひとつ利点のある仕組みであると
捉えている。
4-1-3．		モバイルファーストにすることの最大のメリッ
トのひとつは講師からのフィードバックを学生
が携帯メールで受信できる点
　そして、メールを用いた仕組みにおいて、最大のメ
リットと言える点のひとつに、学生が講師からのフィー
ドバックを携帯メールで受信できる点にある。
　「能動的学修」を進める中で、講師から行われるフィー
ドバックは重要な意味を持つ。
　そのような中で、フィードバックがシステムにログイ
ンした結果として書いてある（学生はわざわざフィード
バックを見に行く必要がある）場合と、学生のもとに携
帯メールとしてフィードバックが届く場合では、後者の
携帯メールでフィードバックが届く形の方がコミュニ
ケーションという観点から教育上のメリットが大きいも
のと考えられる。
　さらに、メールが届くタイミングという点においても、
レポートが登録されてすぐに講師がフィードバックを行
うことによって、学生は「自分のレポートに対してすぐ
に反応してもらえた」と感じる可能性があるなど、携
帯メールを通して行えるフィードバックはコミュニケー
ション上のテクニックを様々に使える利点もある。
　また、このように携帯メールとしてフィードバックが
届くことによって、いわゆる“人間味”のようなものを
学生が感じて、講師と学生間の人間関係がより前向きに
形成されることがあると実感している。
　そして、このメールとしてフィードバックが学生のも
とに届く点については、実際にレポートの提出率の違い
にも表れている。
　ある授業において本システムを利用していたところ、
レポートの提出率が毎年96％以上であったのが、異な
る学習支援システム（フィードバックが携帯メールに届
かない仕様のシステム）に変更したところ、レポートの
提出率が84.27％に落ちたということがあった。
年　度 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年
提出率 99.59% 98.26% 96.61% 97.32% 84.27%
電気通信大学 先端工学基礎課程において開講されている技術
課程演習Ⅰという授業において、2014年から2017年まで本シ
ステムを使用した場合のレポート提出率と、2018年にWeb-
Classというシステムを使用した場合のレポートの提出率を比
較したもの。出席または遅刻で提出対象となったレポートの中
で提出率を計算した。
　もちろん、このレポート提出率が落ちた点については
様々な要因が関係していると考えられるため、原因を一
概に言えることではないが、様々に要因を検討した結果、
講師からのフィードバックが携帯メールに配信されない
ことはひとつ大きな要因であると考えられた。
　このように、学生にとっての利便性という点に加えて、
レポート提出率の点について見るだけでも、モバイル
ファーストの仕様でシステムを開発することは有効であ
ると考えている。
4-2．授業イベントへの対応機能
　それでは、ここからは本システムのもう一点の特徴で
ある、授業イベントへの対応機能について述べる。
　eポートフォリオシステムは、学習記録や学習成果物
の他にも、活動記録を保持することも使い方として挙げ
られるが、この活動記録についても漫然とシステムを用
意していても学生が記録することは考えにくい。
　そこで、本システムでは、本システムの目的にある通
り授業と結びつけて運用を行っている。
　具体的には、本学のキャリア教育においては授業の一
環として「事業所（企業等）見学」という取り組みを行っ
ているが［7］、学生による見学先の予約や、見学に関す
る事務局とのやりとり、さらには実際に企業等へ見学を
した後のレポート提出など、活動に関するやり取りや手
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続き等に関して包括的に本システムを利用して進めてい
る。
　そして、この取り組みを進める中では、システムを使っ
て参加する数百名に及ぶ学生たちをまとめて管理するこ
とができるため、運営する教員や事務局の負担・コスト
を抑えることができているとともに、この取り組みを進
めるための不可欠な仕組みとなっている。 
　また、この「事業所（企業等）見学」という取り組み
は、企業等において実際に働く人たちや実際に仕事が行
われている現場を学生たちが目の当たりにする中で、学
生たちはキャリア教育的な面から大いに刺激を受ける。
　そして、その学生たちが受けた刺激をレポートとして
システム上に記録し、さらに後の授業においてそれらの
レポート等を用いて改めて振り返りを行うことによって、
学生たちは自分が取り組んだ結果を内省し、学びを深め
ることができている。
　このように授業を通して活動記録・成果物を保管した
上で、さらにそれらeポートフォリオシステムに蓄積さ
れた活動記録や成果物を用いて改めて学びを深めるとい
う一連の取り組みは、まさしくeポートフォリオシステ
ムを活用した教育の方法として、ひとつのあり方を実現
していると自負している。
　さらに、このようなeポートフォリオシステムを活用
した授業イベントは、他にも「図書館実習」と呼ぶ取り
組み（図書館とキャリア教育授業がコラボレーションし
て行っている授業イベント）に応用されるなど、広がり
を見せている。
5． 本学のeポートフォリオシステムの運用・ 
管理体制
　続いて、本学のeポートフォリオシステムの運用・管
理体制について記す。
　・システム運用管理者
　・授業運営事務局
　・外部の協力企業
5-1．パートタイムのシステム運用管理者が授業に参画
　eポートフォリオシステムを活用していくためにはシ
ステムを用意するだけでは不十分であり、システムを運
用していくための管理者が必要である。
　しかし、教育を担当する教員がeポートフォリオシス
テムの運用を兼任することは授業運営上において負担が
大きい一方で、フルタイムで専任のシステム運用担当者
を雇用することは難しいという組織も多い現状が見られ
る。
　そのような中、本学においてはパートタイムにて勤務
を行うシステム運用管理者がeポートフォリオシステム
の運用・管理を行っている。（筆者を指す）
　その具体的な雇用形態としては、2011年度に週２日
の勤務として任用された後、2013年度に週１日の勤務
に変更となり、2018年度となる本稿執筆段階まで任用
を継続している状況となる。
　このような形態は、eポートフォリオシステムをどの
規模で運用するかにもよるが、予算の都合等から専任の
運用管理者をフルタイムで配置することができないとい
う組織においては、ひとつの方法として考えられる。
　また、システム運用管理者が積極的に授業へ参画して
いることも、本学のeポートフォリオシステム運用のひ
とつポイントであると言える。
　例えば、大学におけるシステム部門の担当者が授業に
出席・参画することは実例として多くはないと見られる
が、本システムの運用においては、システム運用管理者
が授業に参画しながらシステムの開発や運用を行ってい
る。
　そして、このようにシステム運用管理者が積極的に授
業に参画して、授業の状況を把握しながらシステムの改
良や運用を続けることによって、授業を主眼として活用
されるシステムが実現できていると考えている。
5-2． eポートフォリオシステムに精通した授業運営事
務局の存在がポイント
　また、システムの活用にあたってのポイントとして、
eポートフォリオシステムに精通した授業運営事務局の
存在もある。
　本学の場合、eポートフォリオシステムに関する利用
者との日々のやりとり（学生のパスワードリセットの対
応など）や、システム上の設定（授業に関する設定など）、
学習成果物に関する対応（授業で学生が記入したワーク
シートの一括スキャン・アップロード）などを、授業運
営を補助する事務局が担っている。
　そして、授業運営事務局がeポートフォリオシステム
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について精通した上で、日々発生する様々な出来事へ対
応できるからこそ、システム運用管理者がパートタイム
の勤務であったとしても、eポートフォリオシステムを
活用した授業を運営することができていると言える。
　この点に関して、教育を担当する教員がそのシステム
の運用に煩わされてしまっては本末転倒となってしまう
が、本学においてはシステム運用管理者が授業に参画し
ながら授業運営事務局と一丸となってeポートフォリオ
システムを運用していくことによって、授業担当教員の
負担を抑えつつ、システム利用のメリットを享受するこ
とが可能となっていると考えている。
5-3．外部の協力企業等
　また、eポートフォリオシステムを活用していくにあ
たっては、外部の協力企業の存在も不可欠である。
　本学においては、本システムの開発・改良、サーバー
管理等を、大学発ベンチャーであるシステム開発会社に
主に委託している。
　また、eラーニングコンテンツの収録や、機材の保守・
管理等を、学内のTLO（技術移転機関）に主に委託し
ている。
　この中で、システム開発会社とは、「Redmine」と呼
ばれるプロジェクト管理用のソフトウェアを利用しなが
らシステム開発・運用の連携をとっている。
　具体的には、Redmineの案件単位でシステム改善やバ
グ対応、サポート依頼などの連絡を取り合いながら、シ
ステム運用管理者や授業運営事務局が随時対応を依頼し
ているが、2011年８月にこのソフトウェアの利用を開
始して以降、2018年８月の段階までで約800件の案件を
取り扱ってきた。
　このように、プロジェクト管理ソフトウェアを使って
常に外部の協力企業とも連携を取りながら、システム利
用者のニーズや要求をシステム開発会社に伝えることで、
常に利便性の高いシステムを実現するようにしている。
6．おわりに
　ここまで、本学におけるeポートフォリオシステムの
目的・概要・特徴・運用について、実例をもとに紹介し
てきた。
　ポイントとしては、システムを作ってそれで終わりと
いうことではなく、とにかく授業と関わりながらeポー
トフォリオシステムの運用・開発を続けていくことが重
要であるとして、携帯メールを通じて学生にフィード
バックが届く仕組みを用いてレポート提出率を底上げす
ることや、授業イベントを通して活動記録を登録させる
こと、さらには運用体制としてシステム運用管理者が積
極的に授業へ参画するなどして絶えず教育現場のニーズ
をシステムに反映させるようにしている点がある。
　そして、教育と絡めてシステムを運用することによっ
てeポートフォリオシステムを活用する方法は、同じく
eポートフォリオシステム活用の例として報告されてい
る信州大学における事例と類似する点があると考えてい
る。［8］
　例えば、信州大学では、教育の一環としてeポートフォ
リオシステムへの書き込みを学生に“必須で”させるよ
うにしているとのことであるが、このように授業や教育
の一環の中にeポートフォリオシステムを組み込んで運
用していくことは、eポートフォリオシステム活用に際
しての重要なポイントであると考えている。
6-1． 授業や教育と絡めてeポートフォリオシステムを
運用する点についての課題
　一方で、授業と密接に関わりながらeポートフォリオ
システムを運用する方法については課題もある。
　それは、授業と絡めたシステム運用のためには、一定
の人的な負担が必要となる点である。
　実際、本学において本システムを利用できている部門
は、キャリア教育と産学連携教育を行う一部の部門に限
られている現状がある。
　そして、これら本システムを利用できている部門は一
定の規模があることから事務局を有しており、システム
運用管理者（筆者）もパートタイムであるとはいえ雇用
を確保して授業に関与できている。
　しかし、授業担当教員が単独で展開している規模の授
業の場合、事務局を有しておらず、システム運用管理者
が関与できるだけの人的なリソースを確保することもで
きず、授業担当教員がeポートフォリオシステムの運用
のために労力を割くことも難しい現状がある。
　そして、そのように授業と絡めたシステムの運用に人
的な負担を割けないという要因によって、 eポートフォ
リオシステムの活用がなかなか広がっていかない限界が
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あると筆者は考えている。
　eポートフォリオ活用に関してはまだまだグッドプラ
クティスと呼べるような取り組みが少ないと言われる現
状において［4］、本報告によってeポートフォリオシス
テムの運用の重要性に対してより目が向くようになり、
これからますますeポートフォリオシステムが活用され
ていくようになっていけば幸いである。
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